





























が 286人，アルバイトが 109人，学生が 35人，他
が回答している。
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節水意識・入浴行動の実態に関する研究
Change in Water-Saving Consciousness: Bathing Behavior
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Abstract　　People’s energy conservation consciousness has changed since the great earthquake of 3/11. 
Moreover, reducing water consumption becomes not only water saving but also a reduction in CO2 through 
power saving. The nationwide WEB questionnaire showed the change in energy conservation conscious-
ness before and after the earthquake in terms of water use, speciﬁcally bathing behavior. The number of 
valid replies was 1,200. Power-saving consciousness increased 70%, with elderly people and woman show-
ing a high level of consciousness. In addition, the fact that many have changed to showers was obtained 
from the bathtub bathing statistics.
　　Keywords :  questionnair, water-saving consciousness, bathing consciousness, bathing behavior
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している人は，一人暮らしに多くみられ，在宅中に
いつでも入浴することが出来るからだと考えられ
る。入浴時間帯が夜の割合は，同居人数が増えるほ
ど多くなる傾向があった。家族の人数が多いほど入
浴する時間帯が決まっているのだと考えられる。
5．結論
今回の調査で分かったことを列記する。
5.1　使用意識の実態
・ 3.11東日本大震災によって人々の節電・節水・
節約意識が高まり，具体的な実践を行っている。
・ 節電・節水・節約意識のなかで，計画停電によっ
て意識が最も高まったのは節電意識であった。
5.2　入浴行為の実態
各要因別に結果を整理して示す。
1）性別
・ 男性は女性に比べ冬の入浴日数が多く，女性は震
災前と比べて入浴日数が減った。
・ シャワー回数は女性に比べて男性が多かった。
・ 夏の女性のシャワー時間は長く，冬は男性のシャ
ワー時間が長かった。
・ 入浴時間帯について男性は朝に入浴する人が多
く，昼・夕方は女性の割合が高かった。女性は専
業主婦などで在宅時間が長いためだと考えられ
る。
2）年代別
・ 入浴日数と冬のシャワー回数は，年齢が上がるほ
ど減少する傾向がみられる。
・シャワー時間は年齢が若いほど使用時間が長い。
・ 昼間や夕方に入浴している割合は，年代が高いほ
ど増える傾向があった。また，70代は夕方に入
浴する割合が非常に高い。
3）同居人数別
・ 同居人数が多くなるほど，浴槽浴回数は増える傾
向がある。
・ 同居人数は多いほどシャワー回数が減る傾向がみ
られる。
・一人暮らしのシャワー時間は長い。
・ 同居人数が少ないほど，朝に入浴する割合が増え
る。
・ 同居人数が増えるほど，夜に入浴する割合が増え
る。
図 21　同居人数別入浴時間帯
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6．まとめ
東日本大震災後にアンケート調査を行い，エネル
ギー・水使用行為および使用意識の実態につき，特
に入浴行為・意識に関する分析結果を中心に示し
た。今後，さらに個人および世帯の特性などの要因
との関係につき，より詳細に分析していくつもりで
ある。
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